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昭
和
四
十
五
年
か
ら
種
子
生
産
を
開
始
さ

れ
、
他
県
か
ら
依
頼
さ
れ
る
新
規
品
種
の
生

産
に
も
率
先
し
て
対
応
す
る
等
、
地
域
の
種

子
生
産
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
異
品
種
混

入
防
止
の
た
め
、
基
本
技
術
を
励
行
し
、
異

茎
や
漏
生
稲
の
抜
き
取
り
を
厳
重
に
行
っ
て

お
ら
れ
、
水
管
理
は
早
朝
の
み
入
水
す
る
等
、

水
温
に
配
慮
し
た
細
や
か
な
管
理
を
行
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

二
月
十
日
に
な
の
は
な
農
協
農
業
者
協
議
会
（
会
長 

高
瀬　

昌
弘　

会
員
ýý
名
）
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

作
業
機
を
装
着
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
が
公
道
走
行
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
、
富
山
県
農
業

技
術
課
普
及
振
興
班
の
柳
瀬
副
主
幹
よ
り
、
農
作
業
機

ト
ラ
ク
タ
ー
の
公
道
走
行
（
各
種
法
令
や
走
行
前
の
確

認
事
項
（
灯
火
器
類
の
設
置
等
））
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

な
の
は
な
農
協
農
業
者
協
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
組
を
実
施
さ
れ
、

研
修
会
等
で
農
業
技
術
の
向
上
や
会
員
の
交
流
を
図
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

な
の
は
な
農
協
呉
羽
梨
選
果
場
の
副
場
長

お
よ
び
選
果
部
長
と
し
て
、
県
内
外
市
場
へ

の
産
地
情
報
の
発
信
や
生
産
者
に
対
す
る
出

荷
基
準
の
徹
底
指
導
等
、
選
果
場
の
円
滑
な

運
営
に
尽
力
し
、呉
羽
梨
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
・

発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

呉
羽
梨
産
地
に
お
い
て
最
も
規
模
の
大
き
い

吉
作
地
区
の
生
産
組
合
長
と
し
て
、
地
区
内

生
産
者
へ
の
栽
培
技
術
、
防
除
指
導
等
に
尽

力
し
、
地
区
の
維
持
・
発
展
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
て
い
ま
す
。

《
園
芸
部
門
》

○
庄
司
　
等
（
呉
羽
支
店
）

《
米
部
門
》

○
坂
井
　
貞
彦
（
北
部
支
店
）

　
農
業
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々
を
讃
え
る
「
令
和
２
年
度
富
山
県
農
業

振
興
賞
受
賞
」
の
表
彰
式
が
二
月
十
六
日
に
富
山
県
庁
四
階
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
当
農
協
管
内
か
ら
二
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
受
賞
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

生産者の
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　ྩݩ࢈ถに͍ͭͯ、શの࠷ऴਫ਼ۚࢉをྩ���݄��に
ചのൢചにより収ӹを্͛る͜と͕ग़͍࣍கしまし͕ͨ、Ұࢧ͓
དྷましͨのͰ、ग़ՙܖถにରしͯҰ࣍ചのՃਫ਼ࢉをகします。
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ରɿࢧ
　　ྩݩ࢈ग़ՙܖถ
　　うるͪɾͪ
ਫ਼ۚࢉ୯Ձɿ
　　��LHͨり��ԁ

मをड͚Δձһݚ

令和
2年度


ࢁ
ݝ
農
業
ৼ
ڵ

ड

者
の
͝

հ


ࢁ
ݝ
農
業
ৼ
ڵ

ड

者
の
͝

հ

な
の
は
な
農
協

農
業
者
協
議
会
研
修
会

な
の
は
な
農
協

農
業
者
協
議
会
研
修
会

ʵ2ʵ No.324 令和３年３月１日発行



営農・経済事業再編について
ＪＡなのはな

　平素は、当ＪＡの事業運営につきまして格別のご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し

上げます。

　さて、当ＪＡでは、将来にわたって持続可能な経営基盤の確立・強化をはかるため、

「経済事業の収益力向上・収支改善」を重点取組みとして、昨年の４月より各支店を

ブロック化して配送体制の効率化に取り組んでおります。

　現在、経済事業の配送については、資材・呉羽・水橋の各経済センターで行って

おりますが、更なる効率化をはかるため令和３年５月より、各支店の営農・経済部
門を基幹支店（和合・呉羽・水橋支店）に集約し、営農・経済事業の再編を
実施いたします。
　今回の事業再編により、営農・経済、その他各事業の連携した総合事業体として

の機能を発揮し、配送体制の効率化、出向く体制や相談機能の強化をはかり、組合

員に対する支援体制を構築してまいります。

　また、組合員や利用者の負託に応えるため、今後も総合ＪＡとして経営を継続して

いくとともに、店舗機能の見直しや再編も視野に入れて検討してまいりますので、何卒

ご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

水橋ブロック

水橋支店

東部支店

北部支店

中部支店

呉羽ブロック

呉羽支店

南部支店

八尾支店

和合ブロック

和合支店

西部支店

農協会館支店

（水橋支店の店舗内に設置） （呉羽支店の店舗内に設置） （和合支店の店舗内に設置）
水橋営農経済センター水橋営農経済センター 呉羽営農経済センター呉羽営農経済センター 和合営農経済センター和合営農経済センター

営農・経済事業
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トラクターにロータリー・作業機を装着ͯ͠ 

ಓ࿏͕ߦ
ՄʹなΓ·͠ ʂͨʂ

道路を走行する際は、必要な対応を確実に行い、法令順守のもと安全を心がけていただきますようお願いいたします。

ඞཁな
ରԠΛ

ͱͰ͜͏ߦ

͝ෆ໌なは機センター·Ͱ͓͍合Θ͍ͤͩ͘͞͝ෆ໌なは機センター·Ͱ͓͍合Θ͍ͤͩ͘͞

JAなのはな
農業機械課

■総合機械センター
TEL：435-0055

■呉羽営業所
TEL：434-2212

■水橋営業所
TEL：478-1460

Ҏ֎ͷ݅ͷ߹ɺه্˞
ɹ֤ػηϯλʔ·Ͱ
ɹ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞

����ԁʢ੫ࠐʣʙ

ɾେܕಛघࣗಈं໔ڐʢ農ݶंߞఆؚΉʣのऔಘ
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ʵ�ʵNo.324 令和３年３月１日発行

　ྩ̎年݄̓から࢝まͬたこの制度は，自ච証書Ҩݴ書を
書のอを申することがでݴしたຊ人が，法務局にҨ࡞
͖るというものです。この制度を利用すると，Ҩݴ書のฆࣦ
ࣦのࢭ，ଞ人によるഁغվ͟Μをされたりすること
がない，Ҩऀݴだ͚でなく相続人डҨऀにもϝϦοτ
があります。
　詳しい手続は，法務省ホームページをご覧ください。

http://XXX.moj.go.jp/.*/+*/mJOjJ03_000�1.html

富山地方法務局ڙୗ՝　℡ ０７６－４４１－６３１９
（平日：午前８時３０分から午後５時１５分まで）

法務লホームページ

問合せ先

๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ

！まりました࢝！まりました࢝

๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ๏ہͰҨݴॻをอͰ͖Δ

！まりました࢝！まりました࢝！まりました࢝！まりました࢝！まりました࢝！まりました࢝！まりました࢝！まりました࢝！まりました࢝！まりました࢝
「ࣗච証ॻҨݴॻอ制度」「ࣗච証ॻҨݴॻอ制度」「ࣗච証ॻҨݴॻอ制度」͕͕

Ҩݴॻ΄ΧϯΨϧー

http://houmukyoku.moj.go.jp/homu/page7_000013.html

富山地方法務局登記部門　℡ ０７６－４４１－０５９９
（平日：午前８時３０分から午後５時１５分まで）

法務局ホームページ

問合せ先

面倒な相続手続をより速く！より便利に！

あなたの相続手続を応援します！

面倒な相続手続をより速く！より便利に！

あなたの相続手続を応援します！
「法定相続情報証明制度」は

相続らくーだ

　この制度は，相続人が法務局に必要な書類を提出し，登記官が内容を確認した
上で，法定相続人が誰であるのかを登記官が証明する制度です。この制度を利用
することにより，相続登記，被相続人名義の預金の払戻し，相続税の申告，年金の
手続など，各種相続手続で戸籍書類一式の提出の省略が可能となりますし，相続手
続が複数ある場合には，各手続が同時に進められ，とても便利です。
　自分の権利を大切にするとともに，次世代の子どもたちのために，未来につなが
る相続登記をしましょう。
　詳しい手続は，法務局ホームページをご覧ください。
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営

　農

　情

　報

　トラクタの速度を落として耕起し、
作土深 15cm以上を確保しましょう。
　作土層が深いほ場はプラウ等を利用し、
「現状プラス３cm」を目指しましょう。

　昨年は、コシヒカリの等級格下げ理由の１位が部分カメとなりました。斑点米の原因となるカメムシ
類は雑草に卵を産んで越冬します。例年、斑点米の発生が多い地域では、幼虫が発生する４月下旬までに
次の雑草防除対策を行いましょう。

・秋に土づくり資材を施用できなかったほ場は、春に必ず施用し、地力
を高めましょう。
・4月下旬までに雑草対策を実施しましょう。
・春作業が本格化する前に、農作業安全のポイントを確認（チェック）
しましょう。

春のほ場準備 土づくり・雑草対策・農作業安全

（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
˞ొແྉͰ͢ ★営農情報提供サービスへの　

　ご登録はこちらから☞
（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

ʙʮ3̏ 　+"なのはなถ্࣭ӡಈʯ࣮ தʙʙʮ3̏ࢪ 　+"なのはなถ্࣭ӡಈʯ࣮ தʙࢪ

ͷ҆༺ࢪɾܲ;Μͷࡐࢿ࣭ࢎܔ˙
໊ࡐࢿ （LH/10B）ྔ༺ࢪ

ੴփࢎܔ

γϦΧϩϚϯ

γϯΩϣーϥΠτ̥

৽アαώχϡーςπ

発߬ܲ;Μ

༿͕ৎʹなΓɺ෬いͪපʹର͢Δ૿͕ྗ߅େɻ

༹ग़ʹ༏Εͨࢎܔ͕合ɻ෬ܰݮɾපのඃݮܰʹཱͭɻ

ؚ༗のθΦϥΠτはอංྗΛߴΊΔޮՌ͕͋Δɻ

మɺۤɺࢎܔのิڅɻアϧΧϦʹΑΔのࢎڲਖ਼Λ͢Δɻ
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（य़ࢪ༻）
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　なのはな農協では、土壌改良資材の積極的な散布を推進するため、「なのはな米品質向上対策事業」
として、土壌改良資材及び堆肥等の施用に対し、10a当たり300円以内の助成を行っています。事業
の詳細については、各支店へお問い合わせください。

【なのはな農協の土づくり支援】
「なのはな米品質向上対策事業」

˘΄農ಓのݥة個ॴΛࣄલʹѲ͢Δɻ
˘΄ʹग़ೖΓ͢Δ合はɺํࣼʹରͯ͠ंମ͕ࣼΊʹೖΒないΑ͏ʹ͢Δɻ
˘ঢ߱࿏Λ্͕ΔखલͰҰ୴ఀ͠ࢭɺ必ず左右のブレーキペダルを連結͢Δɻ
きʹ߱ΓΔɻΖޙは߱ΓΔॴの҆શΛ֬ೝ͠ɺΏͬ͘Γ࣌ं߱˘

˘ே࿐ӍͰ࡞業໘͕ೞΕͯいΔͱΓ͘͢なΔのͰɺ࡞業͠ないɻ
˘ମΛอ͢ޢΔゴーグルや安全靴の着用、飛散防止カバー等の防護策を徹底するɻ
˘草刈前にΉΒʹӅΕͯいΔߏେきなੴɺۭき؈なͲの障害物を確認͢Δɻ

˘దਖ਼なอޢ۩Λண༻͢Δɻ
はɺ必ずエンジンを止めてから行͏ɻࡍɾमཧ͢ΔݕցΛػ˘

ࡦԹରߴࡦԹରߴ

（１）土づくり資材の施用で不足養分を補給

（２）深耕しで根域を拡大

●草刈り　…………　幼虫の餌となるイネ科雑草が出穂しないように草刈りしましょう。

●除草剤の散布　…　イネ科雑草が多発している畦畔等に除草剤（バスタ液剤、サンフーロン液剤、
　　　　　　　　　　ラウンドアップマックスロード等）を散布しましょう。

（※耕起や畦塗りも雑草対策に効果的）

・受光体勢向上による光合成促進
・耐倒伏性の向上
・割籾発生抑制（斑点米防止）
・ごま葉枯病等の病害抵抗性の向上

ࡐࢿ࣭ࢎܔ
の施用で…

発߬ܲ;Μ
がおすすめ！
化学肥料の低減も可能

 

特に　・腐植含量が少ない砂質や砂壌土
　　　・大豆等の作付回数が多いほ場では…

発߬ܲ;Μ
化学肥料の低減も可能

২Ճཬ
Λิڅ

২Ճཬ
Λิڅ
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ͤࢦ�
ͤࢦ�

春の土づくり１

春の雑草防除対策      ２

春の農作業安全対策３

ͤࢦ�
ͤࢦ�なのはなถ�ൺ��ˋҎ্��なのはなถ�ൺ��ˋҎ্��

ʪࣸਅɹ͝·༿ރපͷපൗʫ

　ごま葉枯病になると、登熟不良や穂枯れにより、減収
や品質低下を招きます。
　土壌養分のケイ酸、カリ、鉄
分含量などを補給し地力を高め
ましょう。

　ごま葉枯病になると、登熟不良や穂枯れにより、減収

　土壌養分のケイ酸、カリ、鉄
分含量などを補給し地力を高め

発ੜ͕૿Ճʂʂ
ྗのԼ͕ݪҼ
発ੜ͕૿Ճʂʂ

ྗのԼ͕ݪҼ
　これから農作業が本格的に始まりますが、
慣れやちょっとした油断が事故につながり
ます。
　作業前に安全対策を確認しましょう。

˙҆શରࡦͷϙΠϯτ

チェック☑！  

ヒヤリ、ハッと

したことありま

せんか？

作業の前に安全対策を

ト
ラ
ク
タ
ー

刈
払
機

共
通

作土深15cm以上
で根張りが良くな
り、稲の活力が収
穫まで維持。
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営

　農

　情

　報

営

　農

　情

　報

　トラクタの速度を落として耕起し、
作土深 15cm以上を確保しましょう。
　作土層が深いほ場はプラウ等を利用し、
「現状プラス３cm」を目指しましょう。

　昨年は、コシヒカリの等級格下げ理由の１位が部分カメとなりました。斑点米の原因となるカメムシ
類は雑草に卵を産んで越冬します。例年、斑点米の発生が多い地域では、幼虫が発生する４月下旬までに
次の雑草防除対策を行いましょう。

・秋に土づくり資材を施用できなかったほ場は、春に必ず施用し、地力
を高めましょう。

・4月下旬までに雑草対策を実施しましょう。
・春作業が本格化する前に、農作業安全のポイントを確認（チェック）
しましょう。

春のほ場準備 土づくり・雑草対策・農作業安全

（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
˞ొແྉͰ͢ ★営農情報提供サービスへの　

　ご登録はこちらから☞
（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

ʙʮ3̏ 　+"なのはなถ্࣭ӡಈʯ࣮ தʙʙʮ3̏ࢪ 　+"なのはなถ্࣭ӡಈʯ࣮ தʙࢪ

ͷ҆༺ࢪɾܲ;Μͷࡐࢿ࣭ࢎܔ˙
໊ࡐࢿ （LH/10B）ྔ༺ࢪ

ੴփࢎܔ

γϦΧϩϚϯ

γϯΩϣーϥΠτ̥

৽アαώχϡーςπ

発߬ܲ;Μ

༿͕ৎʹなΓɺ෬いͪපʹର͢Δ૿͕ྗ߅େɻ

༹ग़ʹ༏Εͨࢎܔ͕合ɻ෬ܰݮɾපのඃݮܰʹཱͭɻ

ؚ༗のθΦϥΠτはอංྗΛߴΊΔޮՌ͕͋Δɻ

మɺۤɺࢎܔのิڅɻアϧΧϦʹΑΔのࢎڲਖ਼Λ͢Δɻ

২ؚྔΛߴΊɺཆのอྗ࣋อਫੑɺ௨ੑؾΛߴΊΔɻ

̍̌̌ʙ̎̌̌

̒̌ʙ̍̌̌

̐̌ʙ̒̌

̍̌̌ʙ̍̑̌

̓̑ʙ̍̌̌
（य़ࢪ༻）

ಛ　　ੑ

　なのはな農協では、土壌改良資材の積極的な散布を推進するため、「なのはな米品質向上対策事業」
として、土壌改良資材及び堆肥等の施用に対し、10a当たり300円以内の助成を行っています。事業
の詳細については、各支店へお問い合わせください。

【なのはな農協の土づくり支援】

˘΄農ಓのݥة個ॴΛࣄલʹѲ͢Δɻ
˘΄ʹग़ೖΓ͢Δ合はɺํࣼʹରͯ͠ंମ͕ࣼΊʹೖΒないΑ͏ʹ͢Δɻ
˘ঢ߱࿏Λ্͕ΔखલͰҰ୴ఀ͠ࢭɺ必ず左右のブレーキペダルを連結͢Δɻ
きʹ߱ΓΔɻΖޙは߱ΓΔॴの҆શΛ֬ೝ͠ɺΏͬ͘Γ࣌ं߱˘

˘ே࿐ӍͰ࡞業໘͕ೞΕͯいΔͱΓ͘͢なΔのͰɺ࡞業͠ないɻ
˘ମΛอ͢ޢΔゴーグルや安全靴の着用、飛散防止カバー等の防護策を徹底するɻ
˘草刈前にΉΒʹӅΕͯいΔߏେきなੴɺۭき؈なͲの障害物を確認͢Δɻ

˘దਖ਼なอޢ۩Λண༻͢Δɻ
はɺ必ずエンジンを止めてから行͏ɻࡍɾमཧ͢ΔݕցΛػ˘

ࡦԹରߴࡦԹରߴ

（１）土づくり資材の施用で不足養分を補給

（２）深耕しで根域を拡大

●草刈り　…………　幼虫の餌となるイネ科雑草が出穂しないように草刈りしましょう。

●除草剤の散布　…　イネ科雑草が多発している畦畔等に除草剤（バスタ液剤、サンフーロン液剤、
　　　　　　　　　　ラウンドアップマックスロード等）を散布しましょう。

（※耕起や畦塗りも雑草対策に効果的）

・受光体勢向上による光合成促進
・耐倒伏性の向上
・割籾発生抑制（斑点米防止）
・ごま葉枯病等の病害抵抗性の向上

ࡐࢿ࣭ࢎܔ
の施用で…

発߬ܲ;Μ
がおすすめ！
化学肥料の低減も可能

 

特に　・腐植含量が少ない砂質や砂壌土
　　　・大豆等の作付回数が多いほ場では…

২Ճཬ
Λิڅ

২Ճཬ
Λิڅ

ऩྔ・࣭
の্ʂ

ͤࢦ�
ͤࢦ�

春の土づくり１

春の雑草防除対策      ２

春の農作業安全対策３

なのはなถ�ൺ��ˋҎ্��なのはなถ�ൺ��ˋҎ্��

ʪࣸਅɹ͝·༿ރපͷපൗʫ

　ごま葉枯病になると、登熟不良や穂枯れにより、減収
や品質低下を招きます。
　土壌養分のケイ酸、カリ、鉄
分含量などを補給し地力を高め
ましょう。

発ੜ͕૿Ճʂʂ
ྗのԼ͕ݪҼ
発ੜ͕૿Ճʂʂ

ྗのԼ͕ݪҼ
　これから農作業が本格的に始まりますが、
慣れやちょっとした油断が事故につながり
ます。
　作業前に安全対策を確認しましょう。

˙҆શରࡦͷϙΠϯτ

チェック☑！  

ヒヤリ、ハッと

したことありま

せんか？

作業の前に安全対策を

ト
ラ
ク
タ
ー

刈
払
機

共
通

作土深15cm以上
で根張りが良くな
り、稲の活力が収
穫まで維持。
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を
標
準
税
率
と
軽
減
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
記

帳
（
区
分
経
理
）
し
、
税
率
ご
と
に
区
分
し
た

消
費
税
額
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
る
ん
で
や
ん

す
よ
ね
。

御
隠
居
・
・
ほ
ぉ
ぉ
、
熊
さ
ん
に
し
て
は
上
出
来

じ
ゃ
。
申
告
は
ば
っ
ち
り
の
よ
う
じ
ゃ
が
、
納

税
資
金
の
準
備
は
ど
う
な
ん
だ
い
？

熊
さ
ん
・
・
そ
れ
も
大
丈
夫
で
や
ん
す
。
し
っ
か

り
納
税
資
金
を
積
み
立
て
し
て
い
る
で
や
ん
す

よ
。
積
み
立
て
し
て
い
る
預
貯
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
口
座
引
落
し
で
納
税
手
続
が
で
き
る
よ

う
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送

付
依
頼
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
納
付
期
限
ま
で
に
「
預
貯
金
口
座
振

替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
税
務
署

か
金
融
機
関
に
提
出
す
れ
ば
、
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
は
５
月
31
日（
月
）に
、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
は
５
月
24
日（
月
）に
登
録
さ

れ
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
落
し
さ
れ

る
ん
じ
ゃ
。
後
は
預
貯
金
残
高
を
確
認
し
て
お

く
だ
け
じ
ゃ
な
。

　

令
和
３
年
１
月
か
ら
は
、
こ
の
「
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
も
ｅ

−
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
振
替
依
頼
書
の
記
入
や
金
融
機
関
届

出
印
の
押
印
な
し
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
操
作
で
提

出
で
き
る
っ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
っ
て
お
り
や
し
た
。

御
隠
居
・
・
そ
う
じ
ゃ
。
よ
く
調
べ
て
お
る
の
う
。

ど
う
じ
ゃ
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
様
々
な

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
る
じ
ゃ
ろ
。
今
後
も
参

考
に
す
る
と
よ
か
ろ
う
。

　

で
は
、
申
告
と
納
税
手
続
も
、
ひ
と
安
心
と
い

う
こ
と
で
、
今
か
ら
一
杯
い
く
か
な
？

熊
さ
ん
・
・
せ
っ
か
く
、
申
告
を
自
宅
で
済
ま
せ

た
ん
で
や
ん
す
か
ら
、
も
う
し
ば
ら
く
自
粛
で

お
願
い
し
や
す
。 

（
富
山
税
務
署
）

御
隠
居
・
・
熊
さ
ん
、
所
得
税
の
申
告
は
済
ん
だ

の
か
い
？

熊
さ
ん
・
・
も
ち
ろ
ん
で
や
ん
す
よ
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（IUUQT���X

X
X

.OUB.Ho.KQ

）

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告

デ
ー
タ
を
作
っ
て
そ
の
ま
ま
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
で
申
告
し
た

で
や
ん
す
。
お
次
は
消
費
税
の
申
告
で
、
令
和

２
年
分
の
申
告
期
限
は
４
月
15
日（
木
）な
ん
で

や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
は
て
、
熊
さ
ん
や
。
昨
年
は
諸
々
の

影
響
で
仕
事
が
減
っ
て
、
課
税
売
上
高
が
、
一

千
万
円
を
超
え
そ
う
に
な
い
と
言
っ
て
お
っ
た

よ
う
じ
ゃ
が
。

熊
さ
ん
・
・
消
費
税
の
場
合
、
た
と
え
令
和
２
年

分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
以
下
で
も
、
平

成
30
年
分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
を
超
え

て
い
る
と
、
令
和
２
年
分
の
課
税
事
業
者
と
な

り
や
す
か
ら
、
消
費
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で

や
ん
す
よ
。

御
隠
居
・
・
う
む
、
見
事
な
説
明
じ
ゃ
。

　

で
は
、
消
費
税
も
所
得
税
同
様
に
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
る
こ
と
も
知
っ
て
お
る

よ
う
じ
ゃ
な
？

熊
さ
ん・・
も
ち
ろ
ん
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
（
送

信
）
す
る
予
定
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
そ
れ
は
よ
い
こ
と
じ
ゃ
な
。
で
は
令

和
元
年
ø÷
月
か
ら
、
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
と

な
り
、
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
て
お
る
が
、
そ

の
留
意
点
も
分
か
る
か
の
う
？

熊
さ
ん
・
・
売
上
、
仕
入
や
経
費
と
い
っ
た
取
引

御
隠
居
と
熊
さ
ん
の

─
消
費
税
・
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

の
確
定
申
告
と
振
替
納
税
─

ྩ�のਃࠂॴಘ੫ɺଃ༩੫ٴͼ
のফඅ੫のऀۀࣄਓݸ
ਃݶظࠂɾೲݶظのԆの͓Βͤ
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おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

免
疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
と
注
目
の
腸
活
。

藤
井
恵
さ
ん
が
食
べ
続

け
て
い
る
、
腸
に
効
く

４
つ
の
食
材
を
使
っ
た

手
軽
な
レ
シ
ピ
を
厳
選

し
て
紹
介
！
よ
り
健
康

効
果
を
高
め
る
「
β
カ

ロ
テ
ン
・
た
ん
ぱ
く
質
」

を
組
み
合
わ
せ
た
お
か

ず
も
多
数
。

「
好
き
な
も
の
を
お
い

し
く
食
べ
る
」
を
最
優

先
に
し
た
石
原
さ
ん
夫

婦
の
ふ
だ
ん
の
食
事
。

素
材
選
び
や
味
付
け
は

健
康
を
意
識
し
つ
つ
、

和
食
や
好
物
の
洋
食
、

肉
料
理
も
紹
介
。
人
生

の
節
目
を
迎
え
る
65
歳

だ
か
ら
こ
そ
毎
日
の
食

卓
を
楽
し
く
。

日
本
一
の
漢
方
専
門
店

が
教
え
る
、
体
と
心
に

役
立
つ
漢
方
・
薬
膳
の

知
恵
を
３
６
５
日
分
紹

介
。
季
節
の
不
調
を
改

善
す
る
食
べ
物
や
、
疲

れ
を
癒
す
入
浴
法
、
漢

方
な
ら
で
は
の
美
容
法

な
ど
、
１
日
１
ペ
ー
ジ

読
む
だ
け
で
す
ぐ
に
使

え
る
情
報
が
満
載
。

連
作
障
害
の
原
因
と
対

策
を
知
れ
ば
、
狭
い
畑

で
も
高
品
質
・
多
収
量

栽
培
を
目
指
せ
る
！
連

作
障
害
が
起
き
る
仕
組

み
か
ら
土
づ
く
り
の
コ

ツ
、
連
作
に
強
い
お
す

す
め
の
品
種
や
植
え
合

わ
せ
予
防
法
ま
で
イ
ラ

ス
ト
を
中
心
に
わ
か
り

や
す
く
解
説
。

ý5
ࡀ
か
Β
の

;
た
Γ
ご
は
ん
の
༇
し
Έ

ༀ
日
ຊ
ಊ
の

͓
͏
ͪ

方
̏
̒
５
日

͖
の
・͜ւ
・ω
ό
ω
ό・ൃ
߬
৯
で

౻
Ҫ
ܙ
の
໔
Ӹ
ྗ
を

高
Ί
る
か
ん
た
ん
ご
は
ん

ڱ
い
ാ
で
ප


を

͗


・࣭ऩ
ྔ
Ξ
ỽ
ϓ

࿈
࡞
で
Α
͘
ҭ
ͭ


ࡊ
ͮ
͘
Γ

ఆ
Ձ����ԁʴ੫ఆ

Ձ����ԁʴ੫ఆ
Ձ����ԁʴ੫ఆ

Ձ����ԁʴ੫

シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ
ӬҪஐ一（ながいɾとかͣ）
ҵּݝ間ࢢにある
ʮఱ（چΩッνンਓ）ʯΦーφーシΣフ

（１）マダイの切り身に薄塩（材料外）を振り、1時
間ほど置き水気を拭き取る。

（2）180度に熱したサラダ油で片栗粉をはたいた
（1）を4分ほど揚げる

作り方

（3）和風あんの材料を小鍋に入れ、かき混ぜなが
ら沸騰させる。水溶き片栗粉でとろみを付け、
火を止めてからカブとソラマメを混ぜ合わせ
る。

（4）器に（2）を盛り、上から（3）を回し掛け、イク
ラと刻みユズをのせて出来上がり。

（１）ドレッシングの材料をボウルで合わせてお
く。

（2）フライパンにサラダ油をひき、一口大に
切った新ジャガとベーコンをじっくりと焼き
上げる

作り方

（3）アスパラガスを塩ゆでし、食べやすい大き
さに切る。

（4）（1）のボウルに（2）と（３）を入れ、混ぜ合
わせて皿に盛り付け、イクラとハーブを飾
り出来上がり。

材料（4人分）

新
ジ
ャ
ガ
と

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

温
サ
ラ
ダ

マ
ダ
イ
の

唐
揚
げ
か
ぶ
ら
の

和
風
あ
ん
掛
け

材料（4人分）
新ジャガ（小芋）ゆでた物
アスパラガス
ベーコン厚切り
塩
サラダ油
イクラ
ハーブ
ドレッシング
　マヨネーズ
　ポン酢
　粒マスタード
　レモン汁

4個
4本

120g（8等分）
適宜
適宜

大さじ1
適宜

大さじ2
大さじ1
大さじ1
大さじ1

マダイ切り身
片栗粉
サラダ油
塩ゆでしたソラマメ
カブ（すりおろした物）
イクラ
刻みユズ
和風あん
　かつおだし
　薄口しょうゆ
　みりん
水溶き片栗粉

4切れ
適宜
適宜

10粒ほど
1個分
大さじ1
適宜

120ml
大さじ1
大さじ1
大さじ1

を
標
準
税
率
と
軽
減
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
記

帳
（
区
分
経
理
）
し
、
税
率
ご
と
に
区
分
し
た

消
費
税
額
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
る
ん
で
や
ん

す
よ
ね
。

御
隠
居
・
・
ほ
ぉ
ぉ
、
熊
さ
ん
に
し
て
は
上
出
来

じ
ゃ
。
申
告
は
ば
っ
ち
り
の
よ
う
じ
ゃ
が
、
納

税
資
金
の
準
備
は
ど
う
な
ん
だ
い
？

熊
さ
ん
・
・
そ
れ
も
大
丈
夫
で
や
ん
す
。
し
っ
か

り
納
税
資
金
を
積
み
立
て
し
て
い
る
で
や
ん
す

よ
。
積
み
立
て
し
て
い
る
預
貯
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
口
座
引
落
し
で
納
税
手
続
が
で
き
る
よ

う
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送

付
依
頼
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
納
付
期
限
ま
で
に
「
預
貯
金
口
座
振

替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
税
務
署

か
金
融
機
関
に
提
出
す
れ
ば
、
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
は
５
月
31
日（
月
）に
、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
は
５
月
24
日（
月
）に
登
録
さ

れ
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
落
し
さ
れ

る
ん
じ
ゃ
。
後
は
預
貯
金
残
高
を
確
認
し
て
お

く
だ
け
じ
ゃ
な
。

　

令
和
３
年
１
月
か
ら
は
、
こ
の
「
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
も
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
振
替
依
頼
書
の
記
入
や
金
融
機
関
届

出
印
の
押
印
な
し
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
操
作
で
提

出
で
き
る
っ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
っ
て
お
り
や
し
た
。

御
隠
居
・
・
そ
う
じ
ゃ
。
よ
く
調
べ
て
お
る
の
う
。

ど
う
じ
ゃ
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
様
々
な

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
る
じ
ゃ
ろ
。
今
後
も
参

考
に
す
る
と
よ
か
ろ
う
。

　

で
は
、
申
告
と
納
税
手
続
も
、
ひ
と
安
心
と
い

う
こ
と
で
、
今
か
ら
一
杯
い
く
か
な
？

熊
さ
ん
・
・
せ
っ
か
く
、
申
告
を
自
宅
で
済
ま
せ

た
ん
で
や
ん
す
か
ら
、
も
う
し
ば
ら
く
自
粛
で

お
願
い
し
や
す
。 

（
富
山
税
務
署
）

ӈͷΠϥετʹはࠨͷΠϥετͱҧ͏෦͕̑ϱॴ͋Γ·͢ɻ
ؒҧ͍ͬͯΔ෦ΛӈԼͷͷࣈͰ୳͠·͠ΐ͏ɻ

まちがいさがし
（答は１１Ｐ）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
人
々
の
生
活
様
式
を
一
変
さ
せ
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
情
報
享
受
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
２
０
２
０
年
４
月
に
受
動
喫
煙
防
止
を
主
目
的

と
し
た
改
正
健
康
増
進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
度
は
施
行
１
か
月
後

の
あ
る
調
査
で
は
約
７
割
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
内
容
を
知
っ
て
い
る

人
は
全
体
の
ùü
％
、
喫
煙
者
で
す
ら
５
割
弱
と
の
結
果
で
し
た
。

　
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
屋
内
の
喫
煙
は
原
則
禁
止
さ
れ
喫
煙
可
能
エ
リ
ア

に
は
喫
煙
可
能
を
意
味
す
る
標
識
を
掲
示
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
従
来
の
禁
煙
エ
リ
ア
を
示
す
標
識
と
は
逆
の
標
識
が
一
般
的
に
な
り
ま
す
。

　
受
動
喫
煙
の
問
題
は
副
流
煙
の
問
題
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
す
。
副
流
煙
に

は
多
く
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
で

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
非
喫
煙
者
が
肺
癌
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

乳
癌
と
の
関
連
性
も
指
摘
さ
れ
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
部
位
の
悪
性
腫
瘍
に

か
か
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
悪
性
腫
瘍
以
外
に
も
心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
な
ど
の
血
管
系
の
病
気
や
気
管
支
喘
息
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な

ど
の
呼
吸
器
の
病
気
に
か
か
る
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
子
供
に
い

た
っ
て
は
悪
性
腫
瘍
、
呼
吸
器
疾
患
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
突
然
死
の
可
能
性

す
ら
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
事
な
家
族
、
周
囲
の
人
々
の
た
め
に
、
喫
煙
者
は
喫
煙
を
や
め
る
こ
と
、

非
喫
煙
者
は
喫
煙
者
に
禁
煙
を
促
し
、
喫
煙
を
は
じ
め
よ
う
と
す
る
人
を
と

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
当
院
で
は
毎
週
金
曜
日
に
予
約
制
で
禁
煙
外
来
を
開
い
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
禁
煙
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方
で
自
分
の
意
志
で
は
自
信
が
な
い
、
あ
る

い
は
何
度
も
禁
煙
に
失
敗
し
て
い
る
と
い
っ
た
方
は
ぜ
ひ
禁
煙
外
来
の
受
診

を
御
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
金
曜
日
は
難
し
い
と
い
っ
た
方
は
禁
煙
外
来
を
さ
れ
て
い
る
最
寄

り
の
開
業
医
さ
ん
に
御
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

ࣳɹ༃و

ްੜ࿈ߴԬපӃ
Պྍ෦ثٵݺ

受
動
喫
煙
か
ら

禁
煙
を
考
え
る

ੜऀ࢈ͷօ༷ 令和元年産米なのはな農協
一次直売における精算金のお支払いについて

令和元年産米なのはな農協
一次直売における精算金のお支払いについて

　ڠのग़ՙܖถにͭきましͯ、શのग़ՙとڠಠࣗ
ʢҰ࣍ചʣͰのൢചを͍ͯͬߦます。
　ྩݩ࢈ถに͍ͭͯ、શの࠷ऴਫ਼ࢉをྩ���݄��に͓
ചのൢചにより収ӹを্͛る͜と͕ग़དྷ͍࣍கしまし͕ͨҰࢧ
ましͨのͰ、ग़ՙܖถにରしͯҰ࣍ചのՃਫ਼ࢉをகします。
　まͨ、ޙࠓӦۀ力をଓ͚༗རൢചしͯめͯま͍りますの
Ͱ、ۉ質な品質に্ͯ͛のग़ՙを͓͍ئகします。 ਫ਼ۚࢉ、ྩ ��݄��ʢՐʣ͓ 。கしましͨࢧ

ରɿࢧ
　　ྩݩ࢈ग़ՙܖถ
　　うるͪɾͪ
ਫ਼ۚࢉ୯Ձɿ
　　��LHͨり��ԁ

大学・短大・専門学校を2022年３月
卒業予定者を対象に採用試験を実施します。

චݧࢼه5 ࣌月6日（木）　PM 1：30～
ื ू ਓ һ 男女共若干名

2022（令和４）年度
新採用職員の
募集について

会社説明会を
開催します

։ ࠵  ࣌ 3月26日（金）・4月2日（金）
AM 10：00～・PM 1：30～　
各日2回　計4回実施

詳細は本店総務課（TEL：076－438－2211）までお問い合わせ下さい。
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øùʜʹ͍͕ڕΔ

˗߲ٞࣄ
・第28年度における同一人に対する信用の供与等の最高限度
決定について
・第28年度における余裕金の運用について
・第28年度借入金の最高限度決定について
・第28年度事業計画の大綱について
・第27回通常総代会付議議案について
・令和３年度購買品の取扱手数料率について
・業務分掌表及び職務権限表の一部変更について
・コンプライアンスプログラムの策定について
・令和３年度地域農業活性化促進支援事業要領について
・貸出について
・店舗再編計画について
・固定資産の取得について
・固定資産の処分について
˗報߲ࣄࠂ
・１月末残高試算表について
・１月末各事業実績について（貯金・貸出金・共済・購買）
・貸出について

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
貯 金
預 金
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高

5,376人
5,529人

1137億2801万円
899億8687万円
166億 538万円
2345億1534万円
38億 576万円
28億4679万円

　カンナの原種といわれ、熱帯アメリカ原産。日本には江戸
時代に渡来しています。原産地では根茎から澱粉を取るため
に、現在も栽培されているといわれます。黄色の花を咲かせ
るものはキバナダンドクとも呼ばれます。

役員会報告　2月25日（木）開催

JAなのはな概況　（1月31日現在）

表紙説明《ダンドク》

２．　２５　 役員会
　２６　 支店長会議
　 　 決算期末棚卸

JA日誌JA日誌

カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
1 月

定休日（農産物直売所）
決算期末監事監査（グリーンパワー・水橋支店・
南部支店・水橋営業所・水橋経済センター）

2 火 決算期末監事監査（生産資材課・資材センター・
農産物直売所・北部支店）

3 水 決算期末監事監査（東部支店）

4 木 決算期末監事監査（中部支店・西部支店）

5 金 決算期末監事監査（和合支店）

6 土

7 日

8 月
定休日（農産物直売所）
決算期末監事監査（機械課・自動車課・呉羽営
業所・呉羽経済センター）

9 火 決算期末監事監査（販売流通課・和合給油所）

10 水 決算期末監事監査（呉羽支店）

11 木 決算期末監事監査（八尾支店）

12 金 決算期末監事監査（農協会館支店）

13 土

14 日

15 月 定休日（農産物直売所）

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土 春分の日

21 日

22 月 定休日（農産物直売所）

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月 定休日（農産物直売所）

30 火

31 水

ӈͷΠϥετʹはࠨͷΠϥετͱҧ͏෦͕̑ϱॴ͋Γ·͢ɻ
ؒҧ͍ͬͯΔ෦ΛӈԼͷͷࣈͰ୳͠·͠ΐ͏ɻ

まちがいさがし
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（શҬ）ͷՖࡊ

ϑΩϊτ（શҬ）

ੴম͖Ҷ

ͯ͡ײのՖྉཧͰҰૣ͘ɺ春Λࡊ
͓͍͍ͨ͘͠ܪΐ͏ɻ༿͠·ݟ
͚ͩ· ɻ͓͢ͻͨ͠・和͑物・ो物
ͳͲ͍Ζ͍Ζ͑· ɻ͢

͞Θ͔ͳۤΈ͕春の๚ΕΛ͞͡ײ
ͤͯ͘Ε· ɻۤ͢Έの͍ڧの͕ۤ
खͳํʹɺͭ΅Έ͕খ͘͞ดͨ͡
ঢ়ଶのの͕ΦεεϝͰ ɻ͢

ख़ͤͨ͞απϚΠϞΛ༻͠ՐのԕͰɺͬ͘͡Γ
ͱҰͭҰͭஸೡʹম͍͍ͯ· ɻͬ͘͢͠ͱΓͨ͠৯ײ
͕ಛͰ ɻ͢

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」野
菜
紹
介

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」
旬
の
農
産
物
や
切
り
花

な
ど
様
々
な
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
所
の

方
・
友
人
・
知
人
を
誘
い
合
っ
て
ご
来
店
下
さ
い
。

自
慢
の
野
菜
・
花
・
加
工
品
を

直
売
所
で
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会

　員

募
集
中

ＪＡなのはな農産物直場所 Facebookでも
キットキットな情報をお届けしています

ＪＡなのはなＨＰ　
http://www.nanohana.or.jp/

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

4日間！！4日間！！
お問合せ先

和合給油所
TEL 076‒435‒3050

JAなのはな

毎週
木曜日は
毎週
木曜日ははははは特売日!特売日!

3月4日・11日・  
18日・25日の

3月4日・11日・  
18日・25日の

444444はは特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日! ハイオク
レギュラー
軽油対象

ハイオク
レギュラー
軽油対象

※値引き額は開催日に店頭にて発表します。※値引き額は開催日に店頭にて発表します。

特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!特売日!
JA-SS 3月のお得なキャンペーン情報!

１ℓあたり１ℓあたり

JAなのはな総合
機械センター 自動車課

一般整備・車検整備・板金塗装・民間車検指定工場

富山市田尻東2－1　TEL 076－435－0055　FAX 076－435－0030

● ご用命は当整備工場へ ●
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